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№ 文　　献 備　　考

１ 山崎義男　1954『群馬県長野原町勘場木　石器時代竪穴住居阯について』 本章第２節

２ 県立長野原高校新聞部　1955「郷土史跡めぐり（一）勘場木石器時代住居跡」『長野原分校新聞』創刊号 第 15 図

３ 塩野新一　1972『群馬県吾妻郡長野原町（群馬県史跡指定）勘場木遺跡』　 本章第３節

４ 長野原町　1976「勘場木遺跡」『長野原町誌』上巻 山崎概報引用

５ 相川徹子　1977「浅間火山博物館と吾妻川沿岸の遺跡について」『関東の史跡と文化財』第 369 号　関東史跡会

６ 桜岡正信　1988「勘場木遺跡」『群馬県史』資料編１ 本章第４節

７ 長野原町教育委員会　1989「勘場木石器時代住居跡」『長野原町の文化財』　

８ 上毛新聞記事「外からでも観察 OK  長野原の勘場木住居跡保存用の新覆屋が完成」　平成 3 年 4 月 14 日
９ 池田政志　1999「勘場木石器時代住居跡」『群馬県遺跡大辞典』上毛新聞社

10 富田孝彦　2001「勘場木石器時代住居跡」『群馬県の史跡（原始古代編）』群馬県教育委員会 本章第５節

11 長野原町公民館大津分館　2004「石器時代の住居跡」『写真集「大津のあゆみ」』

12 上毛新聞社・（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団編　2005『群馬の遺跡・2　縄文時代』 施設紹介

13 奈良文化財研究所文化遺産部遺跡整備研究室編　2013　「勘場木石器時代住居跡」『遺構露出展示に関する調査研究報
告書』

第４章　勘場木石器時代住居跡関連文献集成

　 第 １ 節    概 　 要

　 勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 は 発 見 以 来 、 概 報 は さ れ て い る も の の 本 報 告 は さ れ て い な

い 。 こ こ で は こ れ ま で 本 住 居 跡 に 関 連 す る 文 献 を 集 成 し た 。 新 聞 記 事 も 含 め る と 13

点 を 確 認 す る こ と が で き た （ 第 ８ 表 ）。 そ の う ち ４ 点 を 再 収 録 す る 。 文 献 は 全 文 を 掲

載 す る こ と を 旨 と す る が 、 山 崎 氏 報 告 の 引 用 は 一 部 省 略 し た 。 さ ら に 旧 字 体 は 新 字 、

漢 数 字 は 西 洋 数 字 に 置 き 換 え て 、読 点 、改 行 を 施 し 、読 み に く い 漢 字 は 平 仮 名 に 直 し 、

明 ら か な 誤 植 は 訂 正 し 、 読 者 の 便 宜 を 図 っ た 。 ま た キ ャ プ シ ョ ン が 無 い も の は こ ち ら

で 便 宜 上 作 成 し た 。

第８表　勘場木石器時代住居跡関連文献一覧

　 第 ２ 節    『群 馬 県 長 野 原 町 勘 場 木 石 器 時 代 堅 穴 住 居 阯 に つ い て』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 群 馬 県 文 化 財 専 門 委 員 　

山 崎 義 男 

１ 　 は し が き
　 本 遺 跡 は 昭 和 28 年 暮 、 吾 妻 郡 長 野 原 町 大 字 大 津 勘 場 木 438 番 地 の 畑 地 を 田 圃 に な

す 為 に 、 土 地 所 有 者 塩 野 要 造 氏 と 、 そ の 子 息 新 一 氏 が 開 墾 し て い る 際 、 遇 然 一 完 形 土

器 を 発 見 し た の に 興 味 を 覚 え 、 引 継 い で 発 堀 を 続 け て い る 内 、 偶 々 住 居 趾 の 西 南 部 を

発 見 し た の で 、 な お 続 行 し て 本 年 （ 昭 和 29 年 ） １ 月 、 堅 穴 を 完 全 に 露 出 せ し め た の

で あ る 。 そ こ で 同 町 教 育 長 桜 井 東 介 氏 が 来 橋 し て 、 県 会 図 書 室 長 萩 原 進 氏 に そ の 旨 報

告 し た 。  萩 原 氏 か ら そ の 報 告 は 私 に 伝 え ら れ た の で 、 早 速 １ 月 23 日 、24 日 両 日 現 場

に 赴 き 、 発 見 者 塩 野 氏 、 桜 井 氏 両 家 の 御 厚 意 に 依 り 大 雪 の 内 を 容 易 に 遺 蹟 遺 物 を 調 査

す る 事 が 出 来 、 不 完 全 な が ら こ の 報 告 文 を 書 く こ と が 出 来 た の で あ る 。
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　 ２ 　 所 在 地
府 県 道 中 之 条 上 田 線 は 、 吾 妻 川 の 左 岸 沿

い に 走 る 吾 妻 郡 の 幹 線 で あ る が 、 長 野 原 町

大 津 に て 二 又 に 分 岐 し 、 本 線 は 鹿 沢 方 面 に 向

い 、 右 す る 分 線 は 約 10 ㎞ で 草 津 温 泉 に 達 す

る が 、 こ の 道 路 に 沿 っ て 右 折 す る と す ぐ の 部

落 が 字 勘 場 木 で あ る 。 本 遺 跡 は 県 道 か ら 北 方

約 300 ｍ ば か り 右 に 入 っ た 畑 地 に あ り 、 南 西 部 は 限 界 が 開 け て い て 、 東 南 部 に 小 渓 俗

称 大 津 用 水 が 流 下 し （ 現 在 の 水 路 は 人 口 に 依 っ た も の だ が 、 全 然 新 ら し い 水 路 で な い

事 は 竪 穴 発 掘 に 際 し こ の 附 近 の 地 下 か ら 多 数 の 川 砂 利 が 発 見 さ れ て い る 点 で 推 測 で き

る ） 東 北 部 は 山 に 囲 ま れ て い て 、 日 当 り の よ い 突 出 台 地 を な し て い る 。  標 高 は 750 ｍ

程 度 と 思 考 さ れ る 。 ５ 万 分 の 地 図 で 位 置 を 求 め る な ら 、 小 字 名 勘 場 木 と 記 載 さ れ て い

る ヶ 所 の 「 場 」 と い う 字 の 附 近 に 一 軒 屋 が あ る 。 そ れ が 塩 野 氏 の 宅 で 、 そ の 東 部 畑 地

に 堅 穴 が 発 見 さ れ た の で あ る 。

　 ３ 　 住 居 址
　 住 居 趾 の 西 南 部 は 、 図 示 の 通 り 遇 然 発 堀 に 際 し 、 周 壁 は 取 崩 さ れ て 不 明 で あ る が 、 

底 面 の ロ ー ム の 堅 結 状 態 か ら し て そ の 境 界 は 容 易 に 判 断 で き る の で あ る が 、 住 居 趾 の

平 面 は 平 均 約 ４ ｍ 50㎝ の 近 似 円 形 を な し て い る 。 表 土 は 約 50㎝ 程 度 の 黒 色 土 で あ り 、

そ れ に 続 い て 黄 色 粘 土 層 と な り 、 そ の 層 に 堀 り 込 ん で 住 居 趾 が 出 来 て い る 。 注 意 さ れ

る の は 北 か ら 南 に 向 っ て 図 示 A~A 断 面 の 如 く 約 3 度 の 勾 配 で 底 面 が 傾 斜 し て い る 点 と

北 部 周 壁 は 床 面 か ら 約 40㎝ に 近 く 深 堀 さ れ て い る が 、 南 部 に 向 う に 従 い そ の 深 さ を

減 じ て い る 点 で あ り 、 こ れ は ロ ー ム の 自 然 勾 配 上 に 底 面 を 定 め て 、 北 部 の み 深 く ロ ー

ム 層 を 堀 り 下 げ 、 南 部 は 勾 配 の 変 化 に 従 い 殆 ん ど 無 壁 と な し た 如 く 築 造 さ れ た も の の
如 く 、 所 謂 片 堀 り 型 の 堅 穴 式 住 居 趾 で あ っ て 、 こ う し

た 例 は 神 奈 川 県 横 浜 市 青 ヶ 台 遺 跡 、 本 県 で は 多 野 郡 藤

岡 町 光 徳 寺 裏 遺 跡 等 で 、 如 実 に そ の 類 似 を 知 る の で あ

る 。

　 周 湟 は 東 北 部 の み に 発 見 さ れ た が 、 底 面 の 高 所 か ら

端 を 発 し 、 南 部 の 最 低 部 で そ の 巾 と 深 さ を 増 し て い る

事 は 、 排 水 の 理 に 従 っ て い る 如 く 推 思 さ れ る 。 炉 趾 と

し て 確 認 出 来 る の は 図 面 中 央 記 号 14 で あ る が 、 長 径

約 70 ㎝ 、 短 径 約 60 ㎝ の 近 似 矩 形 を な し 灰 お よ び 木 炭

を 発 見 し た 。 近 接 13 号 は 長 径 約 50 ㎝ 、 短 径 約 40 ㎝

の 楕 円 形 を な し 、 こ れ も 灰 を 伴 っ た の で あ る が 、 近 接

し て 二 ヶ の 炉 の 必 要 も 考 え ら れ な い し 、 底 面 及 周 壁 の

状 態 か ら し て 重 複 し た 堅 穴 住 居 址 と も 考 え ら れ な い の

で 、 此 の 場 合 炉 趾 と し て 断 定 出 来 難 く 一 応 疑 問 と し た

第 43 図　位置図

第 44 図　住居址
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い 。 15 号 は 長 径 １ ｍ 30㎝ , 短 径 １ ｍ 10㎝ の 楕 円 形 を し た 凹 部 で あ る が 、 こ う し た 凹

部 は こ の 種 堅 穴 住 居 址 に は 往 々 見 受 け ら れ る も の の 如 く 、 強 い て 推 測 す る な ら 所 謂 貯

蔵 所 と も 考 え ら れ よ う 。

　 柱 穴 は 12 ヶ あ り 、 そ の 形 状 は 図 示 表 の 如 く で あ る 。 そ の 内 記 号 1、 2、 3、 7、 10、

12 の ６ 孔 を 主 柱 と 推 定 す る と 大 体 等 間 隔 で あ り 、 そ の 各 孔 の 規 模 か ら し て も 妥 当 性

が 多 い 。

　 尚 出 入 口 は 底 面 の こ う 配 か ら し て も 、 小 柱 の 存 在 か ら し て 特 に そ の 部 分 の 構 造 が 複

雑 で あ っ た ろ う と 想 像 さ れ る 点 よ り 南 面 即 ち 柱 孔 3 と 7 の 間 で は あ る ま い か 。

　 ４ 　 遺 　 物
　 石 　 器

　 住 居 趾 か ら 安 山 岩 製 石 棒 断 片 長 30㎝ 、 径 11㎝ の も の が 出 土 し て い る 。 そ の 他 は 短

冊 形 に 類 す る 長 10㎝ 、 巾 ３ ～ ４ ㎝ 程 度 の 打 斧 が 数 個 出 土 し て い る が 、 石 質 は 主 と し て

砂 岩 で 、 又 安 山 岩 製 の も の も 見 受 け ら れ た 。 黒 曜 石 破 片 が ３ 、 ４ ヶ 出 土 し て い る が 、

そ れ に よ る 完 形 品 は な か っ た 。

　 土 　 器

　 完 形 し て い る の は 唯 １ ヶ で 高 16㎝ 、 口 径 12㎝ の 甕 で 、 平 底 径 ７ ㎝ 、 頸 と 胴 と の 境

界 部 径 ８ ㎝ 、 器 厚 ５ ㎜ 、 黒 褐 色 を 呈 し 口 頸 部 は 無 文 、 胴 と 頸 と の 接 合 す る 部 分 に ２ 条

の 隆 線 が 取 巻 き 、 肩 部 か ら 以 下 は 荒 目 の 右 撚 左 傾 縄 文 が 一 面 に 附 さ れ て い る 。 小 形 甕

で そ の 特 徴 を 把 握 出 来 難 い が 本 ヶ 所 の 土 器 片 か ら 推 定 し て 加 曽 利 Ｅ 2 式 類 似 と 思 考

さ れ る 。

　 土 器 片

　 土 器 片 を 大 別 し て 南 関 東 地 方 の 編 年 を 標 準 と す れ ば 、 加 曽 利 Ｅ 式 の 新 、 旧 2 式 、 堀

の 内 式 の 新 、 旧 ２ 式 に 区 分 さ れ る 如 く 考 察 さ れ る 。 次 に そ れ ぞ れ 各 形 式 の 土 器 片 に つ

い て 記 載 す る 。

　 Ａ 　 加 曽 利 Ｅ 1 式

　 甕

　 共 通 点 と し て は 口 頸 部 が 無 文 で あ る 。 肩 部 か ら 以 下 は 全 面 に 左 傾 縄 文 の あ る も の と 

箆 描 矢 羽 根 形 沈 線 で 埋 め ら れ た も の と ２ 種 類 あ る 。 勝 坂 式 類 似 波 型 隆 線 文 が 頸 と 胴 の

接 合 部 に 張 り 付 け ら れ た も の 、 又 は 同 上 形 を し た 所 謂 垂 飾 的 文 様 を 胴 部 に 張 付 け た

も の 、 頸 胴 接 続 部 に ２ 条 の 隆 起 線 を 囲 ら し 、 蕨 手 状 渦 文 を 前 同 垂 飾 的 手 法 で 胴 部 に 張

付 け た 類 、 又 勝 坂 式 に 見 ら れ る 籠 目 式 と 呼 ば れ る 手 法 を 用 い た も の 、 即 ち 粘 土 の 細 紐

を 土 器 面 に 張 付 け る か わ り に 半 載 竹 管 で 土 器 面 に 隆 起 の 連 続 を 作 り そ の 上 に そ の 線 と

斜 向 し て 細 紐 を 荒 目 に 張 付 け た も の 等 で 、 焼 成 は 大 方 よ く 赤 褐 色 又 は 黒 褐 色 を 呈 し 、

胎 土 は 荒 々 し く 器 厚 ８ ㎝ 程 度 、全 般 に 隆 線 は 未 だ 衰 え ず 、勝 坂 式 の 余 韻 が 残 っ て い る 。
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　 深 　 鉢

　 同 一 器 と 推 定 さ れ る 破 片 が 数 片 あ っ た が 、 仲 々 復 元 は 困 難 と 思 わ れ た 。 そ れ に よ れ

ば 口 縁 部 が く 字 形 に 内 曲 し 胴 部 は 長 円 筒 形 を 呈 し 、 口 縁 部 の 上 下 隆 起 線 間 は 箆 描 沈 線

に て 、 所 々 に 上 下 隆 線 を 結 合 さ せ る 環 状 の 盛 り 上 っ た 把 手 が あ り 、 そ の 尖 端 は 口 縁 を

波 形 に 変 化 さ せ て い る 。頸 部 は 無 文 で 胴 部 は 竹 管 文 の 刻 目 の あ る ２ 条 の 隆 線 が 廻 っ て 、 

そ れ か ら 端 を 発 し た 渦 巻 の 垂 飾 的 隆 線 で 区 分 さ れ 、 そ の 内 部 は 箆 描 矢 羽 根 沈 線 で 埋 め

ら れ て い る 。 厚 ８ ㎜ 、 黒 褐 色 を 呈 し 器 面 は 金 雲 母 を 、 胎 土 に 長 石 紛 を 含 ん で い る 阿 玉

台 式 と 勝 坂 式 の 両 方 に 類 似 の 点 が あ る 哉 に 考 え ら れ る 。

　B 　 加 曽 利 E 2 式

　 前 記 小 形 甕 が 該 当 さ れ る 。

　 深 　 鉢

　 口 縁 部 上 下 ２ 隆 起 線 を 所 々 で 渦 巻 で 区 切 っ て 、 そ の 内 部 を 箆 描 沈 線 、 又 は 水 平 に 近

い 傾 斜 縄 文 で 埋 め て い る 。  胴 部 は 沈 線 で 区 分 し て 、 そ の 内 に 左 傾 斜 縄 文 を 認 め ら れ

る も の も あ る 。 厚 ８ ㎜ 程 度 。

　 浅 　 鉢

　 口 縁 く 字 形 に 外 曲 し 、 胎 土 は 長 石 紛 を 含 み 、 荒 々 し い が 、 焼 成 甚 だ よ く 、 し か も 内

外 器 面 よ く 研 磨 さ れ 赤 褐 色 を 呈 し 口 縁 部 内 面 は 、 丹 塗 り で あ る 。 表 面 に 文 様 は な い 。

厚 ８ ㎜ 。

　C 　 堀 之 内 1 式

　 深 　 鉢

　 口 縁 部 に 粘 土 帯 を 囲 ら し そ の 為 に 口 唇 部 断 面 は 三 角 形 を な し て い る 。 帯 表 面 は 箆

で 、 刻 目 を 附 し て い る 。  厚 ５ ～ ７ ㎜ 程 度 、 黒 褐 色 で 胴 部 に 箆 描 沈 線 で 三 角 形 渦 巻 状

模 様 の あ る も の 、 又 は ２ 条 の 沈 線 が 胴 部 を 取 巻 い て 、 そ れ か ら 所 々 に ２ 条 の 沈 線 が 垂

下 し て 区 間 を 作 り 、 そ の 内 を 荒 々 し い 右 斜 縄 文 で 埋 め ら れ た も の も あ る 。

　D 　 堀 之 内 2 式

　 深 　 鉢

　 口 縁 所 々 に 小 隆 起 把 手 あ り 、 そ の 表 裏 面 に １ ヶ の 渦 巻 沈 線 を 描 き 、 口 唇 は 箆 で 鋸 歯

形 に き ざ み 目 を つ け て い る 。 土 器 把 手 表 面 渦 巻 文 か ら 下 方 に ３ 条 の 沈 線 が 垂 飾 的 模 様

に 描 か れ て い る 。 ５ ㎜ 程 度 の 薄 手 で 赤 褐 色 を 呈 し 焼 成 は よ い 。

　 ５ 　 あ と が き
　 長 野 原 町 大 字 大 津 に は 、 こ の 遺 跡 の 他 、 同 じ 文 化 圏 に 字 二 軒 屋 、 字 立 石 等 あ る が 、 

総 て 勘 場 木 に 続 い て 草 津 街 道 に 面 し た 東 南 面 の 突 出 台 地 で あ る 。 従 っ て こ の 種 堅 穴 式

住 居 趾 は 従 来 出 土 の 例 に み て も 群 集 し て 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。

　 又 土 器 に よ る 編 年 は ４ 通 り に 分 類 さ れ 、 厳 密 に 云 え ば ４ 文 化 期 が 重 複 し て い る 訳 だ

が 、 出 土 状 態 か ら 云 っ て 別 に 層 位 的 相 違 は 無 い も の の 如 く 、 従 っ て 出 土 量 の 比 較 的 多
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い 加 曽 利 E1~2 式 の 文 化 圏 に 属 す る 住 居 趾 と 認 め て 支 障 な い も の と 思 う 。 尚 同 町 横 壁

で は か つ て 敷 石 住 居 趾 が 発 見 さ れ た 由 で あ る が 、 然 り と せ ば こ れ は む し ろ 堀 之 内 式 に

属 す る も の と 考 え ら れ い ず れ に し ろ 石 器 時 代 中 期 末 か ら 後 期 初 頭 に か け て 、 吾 妻 川 沿

岸 、 長 野 原 を 中 心 と し て 相 当 な 集 落 が 営 な ま れ た 事 は 推 測 さ れ る 。 最 後 に 今 度 注 目 さ

れ る 点 と し て 、 隣 接 長 野 県 文 化 と の 交 流 地 と し て 最 も 重 要 な 場 所 で あ り 、 こ の 附 近 か

ら 県 界 方 面 は 一 層 研 究 さ れ る べ き で あ る 。（ 完 ）

　 第 ３ 節    『群 馬 県 吾 妻 郡 長 野 原 町 勘 場 木 遺 跡 調 査 （概 報）』

　 群 馬 県 勘 場 木 遺 跡 の 縄 文 式 土 器 に つ い て
１ ．

中 部 山 岳 地 帯 に お け る 縄 文 文 化 に 対 す る 一 般 的 な 認 識 と 理 解 は 、 戦 前 よ り の 尖 石 遺

跡 、 戦 後 ま で 調 査 し た 井 戸 尻 遺 跡 の 資 料 に 基 く 場 合 が 多 い 。 と こ ろ が 長 野 県 東 信 濃 区

に お い て 、 軽 井 沢 南 石 堂 、 小 諸 郷 土 、 小 諸 氷 、 埴 科 幅 田 等 の 遺 跡 調 査 に よ っ て 新 た な

遺 構 遺 物 の 発 見 と 調 査 が な さ れ 、（ 註 1） こ こ に 従 来 の 見 解 を 大 い に 発 展 さ せ る 必 要

が 生 じ て 来 て い る 。 本 稿 は こ う し た 中 に あ っ て 、 特 に 、 勘 場 木 遺 跡 出 土 の 土 器 に つ い

て ふ れ 、 当 該 上 信 国 境 地 方 及 び そ の 周 辺 に お け る 縄 文 文 化 研 究 の 一 資 料 に 供 そ う と す

る も の で あ る 。

　 勘 場 木 遺 跡 は 、 群 馬 県 吾 妻 郡 長 野 原 町 大 字 大 津 字 勘 場 木 438 番 地 と そ の 台 地 周 辺

に あ っ て 、 昭 和 初 年 塩 野 要 造 氏 に よ っ て 注 視 さ れ 昭 和 29 年 に 山 崎 義 男 氏 等 で 発 掘 調

査 が 行 わ れ 、 そ の 概 要 は す で に 考 古 学 年 報 （ 註 2） 等 に よ っ て 報 告 さ れ て い る 。 し か

第 45 図　住居跡実測図
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し 、 こ れ 等 の 報 告 に お い て は 土 器 そ の も の に つ い て の 記 述 は 紙 数 等 の 関 係 か ら 決 し て

充 分 な も の で は な か っ た 。 従 っ て そ の 詳 報 は す で に 各 方 面 か ら 期 待 さ れ て い た も の で

あ る 。

※ 群 馬 県 下 で は 、 古 墳 時 代 に 至 り 、 東 国 最 大 の 古 墳 分 布 地 域 と し て 栄 え た 。 こ と に

縄 文 時 代 遺 跡 を 紹 介 す る に 隣 県 、 長 野 県 方 面 の 文 献 等 も 参 照 し 、 上 信 国 境 の う ち こ と

に 信 州 側 の 縄 文 時 代 遺 跡 を 付 し て 参 考 資 料 と し た 。

２ ．
　 上 信 国 境 の 本 県 界 に は 縄 文 遺 跡 多 く 、 佐 久 地 方 渓 谷 性 遺 跡 の 立 地 と 相 共 通 す る 環

境 に あ る 。 勘 場 木 遺 跡 で は こ と に そ の 性 格 が 強 く 、 遺 跡 の 所 在 す る 附 近 は 、 白 根 山 

（2.164m） の 南 麓 、 白 根 硫 黄 鉱 山 に 源 を な す 遅 川 が 流 入 す る 吾 妻 川 の 南 岸 に 位 置 し 、

標 高 約 700m を 計 る 。 附 近 の 遺 跡 は 縄 文 遺 跡 ば か り で な く 、 吾 妻 川 下 流 で は 弥 生 時 代

の 岩 櫃 山 、 鷹 ノ 巣 洞 窟 、 道 心 穴 、 蝦 夷 穴 遺 跡 群 等 は 弥 生 式 で も 古 式 に 属 す る 墳 址 と し

て 著 名 で あ り 、 該 期 の 土 器 は 、 浅 間 連 峯 を 隔 て た 南 佐 久 郡 月 夜 平 、 上 の 原 、 佐 久 市 深

掘 遺 跡 か ら も 検 出 さ れ 、 種 々 問 題 点 が 上 げ ら れ て い る 。（ 註 3）

　 さ て 先 行 す る 弥 生 文 化 に 両 県 相 共 通 し た 土 器 の 存 す る 事 を 指 摘 し つ つ 、 次 の 縄 文 文

化 を 概 観 し て み た い 。 長 野 原 町 附 近 の 主 要 遺 跡 は 表 1 （ 第 ９ 表 ） の 如 く で あ り 、 当 地

方 で は 発 掘 調 査 少 な く 、 相 急 な 判 断 は さ け た い が 、 吾 妻 川 上 流 域 は 、 河 川 に 沿 っ た 分

番号 時期 所在 地図 地目 立地 遺品
1387 縄文 大字横壁字中村 草津 畑・水田 平地 摩石斧、石匙、石鏃、土器片（中期）

88 〃 大字横壁字東平 〃 平地 石器片、土器片（中期）
89 〃 大字与喜屋小字下田 〃 平地 石斧、土器片（前期）（晩期）
90 〃 大字与喜屋小字本村 〃 畑・宅地 傾斜地 土器片（前・中・後期）
91 〃 大字与喜屋小字上ノ平 〃 畑 〃 石槍、盃、石錐、土器片（中・後期）
92 〃 大字応桑小字小宿 〃 畑・宅地 平地 土器片（前期）
93 〃 大字大津 〃 水田 平地 石斧、土器片（前・中・後期）
94 〃 大字大津小字勘場木 〃 水田 傾斜地 土器（加曽利 E、堀之内）石器
95 〃 大字立石 〃 畑 平地 磨製石斧、石錐、石匙、石鏃、（中期）
96 〃 大字林小字下田 〃 畑 傾斜地 石匙、土器片（中・後期）
97 〃 大字林小字大村 〃 〃 〃 石鏃、石斧、土器片（中・後期）
98 〃 大字川烏湯小字原畑 〃 〃 土器（群大史学研保管）

第 46 図　群馬県吾妻郡長野原町大津・勘場

　　　　木遺跡周辺遺跡の分布（1:20,000）

布 状 況 に あ り 、 渓 谷 性 と 称 し て も 良 い 。 た だ 浅 間

山 の 火 口 よ り 北 東 部 一 帯 は 大 き く 白 紙 と な っ て い

る が 、 天 明 三 年 の 大 噴 火 に よ る 泥 川 が 流 下 し 、 吾

妻 川 一 帯 に も 及 ん だ と い わ れ る 。 こ れ が 今 日 の 六

里 ヶ 原 を 形 成 し て い る 。 ま た 上 信 国 境 は 火 山 活 動

の 泥 流 堆 積 ば か り で な く 、 火 山 噴 出 物 の 浮 石 流 の

堆 積 も み て お り 、 火 山 活 動 と 遺 跡 の 立 地 の 上 か ら

も 話 題 に も な っ て い る （ 註 4） 火 山 活 動 の 姿 は 煙

が 恋 歌 と な り 古 典 に 登 載 さ れ 、 さ ら に 時 期 が 下

り 、 浅 間 修 験 熊 野 修 験 の 霊 場 と も な っ た 。 こ の 事

は 私 達 の 祖 先 は 大 昔 か ら 高 山 大 岳 に は 神 霊 が し づ

ま り 給 う と い う 信 仰 を 持 ち 、 そ う し た 山 の 神 々 は
第９表　吾妻郡長野原町遺跡一覧表
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地 方 の 守 護 神 で あ り 、 鎮 護 の 神 と し て あ つ い 崇 敬 が 捧 じ ら れ て い た 。 こ の 様 な 山 岳 信

仰 の 源 は 山 に お け る 素 朴 な 人 々 の 生 活 の 上 に 欠 く こ と の 出 来 な い 水 を 恵 み 、 ま た 山 々

か ら む ら が る 雲 ・ 霧 は 時 に な っ て 雨 と な り 、 あ る い は 雪 と な っ て 気 候 を や わ ら げ 、 流

れ 出 て 大 地 を 潤 し 沃 野 を 作 り 、 滋 雨 を も た ら し て こ そ 五 穀 を 稔 ら せ 生 活 の 上 に 豊 か な

恩 恵 を も た ら し た 。 ま た 時 に は 雷 鳴 、 霖 雨 、 暴 風 、 洪 水 の 脅 威 と な っ て 人 々 に せ ま っ

て き た 。 そ こ で 人 々 は 礼 を 尽 し て 神 慮 を 慰 め 己 を 逃 れ ん と し た し 、 感 謝 と 祈 願 と の 信

仰 を 深 め て 山 が 信 仰 の 対 象 と な り 、 あ る い は 峠 路 で も 同 様 で あ っ た 。 上 野 国 神 名 帳 に

正 一 位 浅 間 大 明 神 が 銘 記 さ れ て い る が そ れ で あ る 。 ま た そ れ と 別 の 修 験 、 熊 野 修 験 が

伝 え ら れ 、 利 根 川 支 流 一 帯 総 数 359 の 社 の 分 布 を み て い る 。（ 註 5） こ と に 峠 の 熊 野

社 は 景 行 天 皇 40 年 10 月 熊 野 三 社 を 勧 請 し た と い い 、 日 本 武 尊 を 男 神 、 伊 邪 那 美 命 を

女 神 の 夫 婦 神 で あ っ た と い わ れ 、 こ の 社 に は 大 正 年 度 故 永 峯 光 寿 調 査 官 、 調 査 に か か

わ る 正 応 元 年 壬 辰 卯 月 8 日 銘 の 鐘 が 伝 え ら れ 、 音 の 聞 ゆ 地 方 に 正 応 の 鐘 恋 し や の 伝 承

が 生 じ た と い わ れ る 。（ 註 6）

　 さ て 、 上 信 国 界 の 遺 跡 の 立 地 及 び 環 境 に つ い て 概 観 し 、 両 県 地 域 に 於 け る 文 化 様 相

の 共 通 性 を 述 べ 、 遺 跡 で の 古 代 人 の 生 活 と 浅 間 火 山 が 共 存 し て い る 事 に 触 れ つ つ 勘 場

本 遺 跡 に つ い て ふ れ て ゆ き た い 。 遺 跡 の 所 在 す る 台 地 か ら は 、 西 南 方 に 浅 間 山 が 遠 望

さ れ る 。

３ ．
   勘 場 木 遺 跡 の 概 略 は 、 山 崎 義 男 氏 「 石 器 時 代 堅 穴 住 居 址 に つ い て 」 の 原 稿 が あ り 、

第 47 図　 群馬県勘場木遺跡住居址（1:200）

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 F1 F2
名称 柱穴 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 炉址 炉址
直径 27 33 32 26 18 21 20 19 30 23 20 25
深さ 51 42 45 25 11 34 40 10 36 48 40 70 21 32
摘要 灰出土 灰木炭出土

第 10 表　住居址柱穴一覧表（㎝）

土 器 分 類 は 再 整 理 を 必 要 と す る が 、 遺

跡 の 性 格 を 知 る 上 で 全 文 を 再 録 す る 。

（ 註 ７ ）

　 ※ 前 節 で 掲 載 し て い る の で 省 略 し 、

文 章 に 合 わ せ て 作 成 し た 図 面 は 掲 載 す

る 。

　1、 は し が き

　2、 所 在 地 （ 第 46 図 ）

　3、 住 居 趾 （ 第 47 図 ）

　4、 遺 物

　 　 石 　 器 （ 第 48 図 ）

　 　 土 　 器 （ 第 49・50 図 ）
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　 以 上 が 山 崎 氏 調 査 所 見 で 、 氏 は こ の 翌 年 、 つ ま り 昭 和 30 年 5 月 ～ 9 月 に か け 軽 井

沢 町 境 新 田 と 松 井 田 入 山 の 峠 路 の 入 山 峠 に て 祭 祀 遺 跡 の 調 査 発 見 に あ た っ て い る 頃

で 、 当 時 の 成 果 よ り 該 期 文 化 の 諸 問 題 点 を 指 摘 し て お り 、 そ の 後 20 年 程 経 過 し た 現

状 の 資 料 に て 、 遺 跡 を 再 度 整 理 し た い 。

第 48 図 　勘場木遺跡住居址出土石器 （1 : 5）

第 49 図 　勘場木遺跡住居址出土土器（その 1） （1 : 5）
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第 50 図　勘場木遺跡住居址出土土器（その 2）（1 : 4）

４ ．

　 さ て 、 千 曲 川 上 流 地 域 に お け る 縄 文 後 ・ 晩 期 遺 跡 の 分 布 と 、 配 石 状 遺 構 の 伴 出 遺 跡

の 分 布 状 況 を 集 計 し て み る と 、 そ れ か ら 本 地 方 で は そ の 遺 跡 の 立 地 が 、 流 域 に 沿 っ

て お り 河 岸 台 地 と な っ て い る 。 こ れ 等 の 遺 跡 で の 既 出 土 製 品 及 び 土 偶 の あ り 方 に つ い

て は 、 桐 原 健 氏 が 問 題 点 を 述 べ て い る 。 そ の 後 調 査 の 行 わ れ た 本 地 域 で の 遺 跡 よ り 、

遺 構 状 況 の 事 実 を 示 し 、 再 整 理 を し て み た い 。
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 （ １ ） 浦 屋 敷 遺 跡 ＜ 小 諸 市 加 増 浦 屋 敷 ＞
　 昭 和 28 年 発 掘 調 査 が 行 わ れ 、 遺 構 は 東 西 9m、 南 北 7.3m の ほ ぼ 円 形 プ ラ ン を な し 、

敷 石 住 居 址 で あ り 、 二 ヶ 所 調 査 さ れ て い る 。 イ 号 址 は か な り 覚 乱 が み ら れ 敷 石 は 断 続

し て 一 石 の 上 に 二 石 が 重 な り 、 よ く 旧 態 が 示 さ れ て い る 。 範 囲 は 3 × 3m の 広 さ で 形

状 は 円 状 な プ ラ ン と な っ て い る 。 東 南 の 隅 み に 炉 址 ら し い 跡 が 残 る 。 東 南 に 径 32㎝ 、

深 さ 30㎝ の ピ ッ ト 遺 構 が あ り 、 与 良 清 氏 は 貯 蔵 穴 か 、 墳 墓 的 な も の か 判 明 し な い と

述 べ て い る 。 遺 物 は 敷 石 面 か ら 凹 石 、 敲 石 、 打 製 石 斧 が 出 土 し て い る 。 ロ 号 址 は イ 号

址 よ り 北 西 地 点 2.4m 離 れ て 位 置 し て 発 見 さ れ た 。 比 較 的 よ く 遺 構 プ ラ ン は 残 り 、 経

約 4.2m の 円 形 敷 石 遺 構 で 、 中 央 部 に 紫 褐 色 を 呈 す る 浮 石 切 石 6 枚 を 楕 円 形 に 並 べ た

も の が あ り 、 径 42㎝ を 計 る 。 炉 の 内 底 に 口 縁 部 を 欠 く 。  素 製 浅 鉢 形 土 器 が 伏 せ ら れ

て い た 。 ま た 敷 石 外 部 端 に は 縁 取 っ て 大 小 の 石 で 斜 め に 埋 め た 境 石 ら し い も の が 弧 を

描 い て い る 。 敷 石 は 鉄 平 石 で は な く 、 自 然 石 を 整 然 と 並 べ た 配 石 が 検 出 さ れ た 。 ま た

こ の 面 よ り 支 那 銭 数 枚 が 出 土 し て い る 。 両 遺 構 と も 鉄 平 石 を 敷 い て そ の 面 は 同 レ ベ ル

と な っ て い る 。 遺 物 と し て は 縄 文 中 期 土 器 片 に 交 り 注 口 土 器 片 、 浅 鉢 形 土 器 等 堀 之 内

式 に 相 当 し て い る 。ま た 小 諸 市 郷 土 遺 跡 で は 、ロ 号 址 遺 構 に 形 態 が よ く 似 て 、一 辺 2.8m

の や や 中 心 ふ く ら み の 方 形 プ ラ ン で 、 火 山 灰 層 を 25㎝ 掘 り 下 げ て 、 そ こ に 1.5~2㎝ の

厚 さ の 鉄 平 石 を 接 合 す る よ う 打 調 し て 敷 き つ め て あ る 。 炉 は ほ ぼ 中 央 部 に あ り 、 一 辺

50㎝ の 方 形 石 囲 炉 と な っ て い る 。 炉 の 内 部 か ら は 炉 か ら は 焼 け た 骨 片 が 出 土 し て い

る 。 柱 穴 と 思 わ れ ピ ッ ト は な か っ た 。 こ の 敷 石 遺 構 住 居 址 の 南 壁 に 接 し て 2.2 × 0.9m

の 長 方 形 プ ラ ン を と る 墓 址 が あ る 。 肩 部 に 石 を 立 て て あ り 、 足 部 に も 石 を 置 き 、 東 側

壁 に も 割 石 を 積 ん で あ る 。 敷 石 住 居 址 か ら は 縄 文 中 期 加 曽 利 E 式 の コ ッ プ 状 形 土 器 、

短 冊 形 打 製 石 斧 、 縄 文 後 期 堀 之 内 式 土 器 片 が 伴 出 し て い る 。 つ ま り 遺 構 は 縄 文 中 期 に

構 築 さ れ 、 住 居 址 に 使 用 さ れ た も の が 後 期 に 至 り 墳 墓 の 跡 を 示 し て い る 。

　 敷 石 遺 構 の 特 異 あ る あ り 方 は 、 敷 石 周 端 に 石 斧 （ 打 製 ） が 立 並 し て 出 土 し こ れ の あ

り 方 は 次 に 記 述 す る 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 第 3 地 点 遺 構 と 規 模 プ ラ ン 、 生 活 の あ り 方 が よ

く 類 似 し 、 浅 間 山 と 相 対 す る 位 置 に ピ ッ ト を 構 築 し そ の 上 部 に 集 石 積 し た 遺 構 が 存 す

る 。 さ ら に 望 月 町 協 和 字 吹 上 か ら は 方 形 石 囲 炉 を 伴 い 、 き わ め て 鉄 平 石 を 微 ず か 配 置

し た 敷 石 住 居 址 が 確 認 さ れ て い る 。 時 期 は い づ れ も 縄 文 後 期 土 器 片 が 伴 出 し て い る 。

郡 内 に は こ の 他 石 神 、 宮 平 、 舟 久 保 、 芦 田 古 町 等 か ら 縄 文 後 期 の 配 石 址 が 確 認 さ れ そ

れ 等 は 、 敷 石 遺 構 的 な も の 、 住 居 址 と 思 わ れ る も の が 知 ら れ て い る 。

鹿 曲 川 流 域 　 協 和 に は 今 日 尚 き わ め て 良 質 の 鉄 平 石 の 産 出 を み て い る 。（ 註 8）

（2） 宮 平 遺 跡 ＜ 御 代 田 町 大 字 豊 昇 字 宮 平 ＞
　 御 代 田 町 公 民 館 よ り 東 方 4㎞ に 豊 昇 部 落 が あ る 。 こ の 東 側 丘 陵 50m に 位 置 し 、 部

落 の 南 側 を 湯 川 が 東 西 に 走 り 、こ の 遺 跡 の 台 地 は 標 高 800m で あ る 。 こ の 緩 傾 斜 面 は 、

東 西 200m、 南 北 100m 位 の 長 方 形 台 地 で あ り 、 宮 平 地 籍 附 近 は 、 小 田 井 か ら 豊 昇 よ

り 茂 沢 を 通 過 し 、 入 山 峠 を へ る 道 筋 は 旧 道 で あ り 、 最 も 古 い 古 通 路 の 名 残 り 、 東 山 道

に あ て ら れ て い る 。 こ の 社 は 合 併 で 遷 宮 し 、 今 は 居 住 地 域 で 用 い ら れ た 敷 石 を 高 く 積

み 上 げ た 上 に 、 大 正 3 年 大 井 宅 蔵 氏 の 建 て た 「 春 日 神 社 碑 」 が あ っ て 神 社 址 を 明 ら か
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に し て い る 。

　 宮 平 遺 跡 は 古 く か ら 地 方 人 の 話 題 に も 上 り 、 そ の 出 土 品 も 大 井 氏 が 蒐 集 し た と い わ

れ 、 明 治 12 年 村 誌 に も 「 此 の 畑 中 何 と 申 事 な く 、 祭 器 又 は 古 壺 等 の 粋 げ た る 出 ず 、

亦 右 地 よ り 堀 出 し 候 、 石 器 、 雷 槌 、 雷 斧 、 神 足 石 等 所 有 持 す る も の 有 之 」 と あ る 。 本

遺 跡 の 調 査 は 、 明 治 37 年 同 村 佐 々 木 朝 次 郎 氏 の 発 堀 を 始 め と し 、 大 井 宅 蔵 氏 の 間 歇

的 な 発 堀 、 ま た 昭 和 5 年 6 月 15 日 北 佐 久 教 育 会 と 共 に 軽 井 沢 在 住 の ア イ ヌ 人 研 究 医

師 で 人 類 学 者 で あ っ た M・G・ マ ン ロ ー 博 士 の 発 堀 を へ て 、 昭 和 6 年 八 幡 一 郎 氏 の 調

査 と な っ た 。 氏 は 石 器 時 代 住 居 址 な る 事 を 認 め て 次 に 述 べ て い る 。

　 『 伍 賀 村 の 遺 物 蒐 集 家 大 井 宅 蔵 氏 は 同 村 宮 平 の 遺 物 の 地 下 に は 層 々 石 が 並 ん で い る

の を 実 見 し た 旨 語 っ た 。 宮 平 遺 跡 地 は 湯 川 の 左 岸 久 能 部 落 よ り 一 段 高 い 丘 陵 縁 に 存 し

広 い 範 囲 に わ た っ て 多 量 の 遺 物 が 散 乱 し て い る 。 一 体 に 砂 質 の 耕 地 で 其 一 部 を 掘 り 下

げ る こ と 約 50㎝ に し て 敷 石 面 に 到 達 し た 。 発 堀 区 域 長 さ 約 9m、 幅 約 7m に 亘 っ て 一

面 に 規 則 正 し く 又 不 規 則 に 大 小 の 石 が 敷 き 並 べ て あ っ た 。 規 則 正 し い 部 分 が 多 く 全 体

の 状 況 を 充 分 に 調 査 す る こ と が 不 可 能 で あ っ た 。 諸 所 に 炭 末 が あ り 遺 物 が あ っ た 。 住

居 に あ る べ き 炉 柱 穴 の 如 き 施 設 に は 遭 遇 し な か っ た が 、 敷 石 住 居 址 で あ る こ と は 、 小

県 郡 東 部 町 の 滋 野 寺 の 浦 、 成 立 に 発 見 さ れ た 遺 跡 と 共 通 し 、 …… 』 と 記 し 、 遺 物 は 三

群 に 分 類 さ れ 発 見 さ れ て い る 。

　 本 遺 跡 の 調 査 は 不 充 分 と い え ど 遺 構 が 敷 石 的 な も の で あ っ た こ と は 理 解 で き る 。 附

近 よ り 採 集 さ れ た 遺 品 に は 縄 文 土 器 片 と 共 に 耳 飾 ・ 土 偶 等 の 土 製 品 が 顕 著 な あ り 方 と

な っ て も お り 、 今 後 遺 跡 で の 学 術 調 査 に よ る 成 果 を 待 ち た い 。

（ ３ ） 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 ＜ 軽 井 沢 町 大 字 茂 沢 字 南 石 堂 ＞
　 宮 平 遺 跡 よ り 湯 川 上 流 地 点 、 約 2㎞ 東 方 に 沖 積 台 地 の 平 坦 地 が あ る 。 遺 跡 は こ の 台

地 上 800 m × 300m の 南 北 に 長 方 形 を 呈 す る 台 地 全 地 籍 に 所 在 し 、 前 述 宮 平 遺 跡 と 共

に そ の 存 在 は 古 く か ら 知 ら れ 、 石 堂 原 遺 跡 と 記 載 さ れ て き た 。 第 1 ～ 4 地 点 ま で 調 査

を み て い る が 、 遺 跡 の 台 地 の 中 央 部 （ 西 窪 遺 跡 ） 及 び 南 端 部 分 は 調 査 を 見 て お り 、 遺

跡 の 北 端 （ 南 大 原 遺 跡 ） か ら は 多 量 の 縄 文 後 期 の 土 器 片 を み て い る 。

　 こ の 遺 跡 か ら は 縄 文 中 ～ 後 期 に わ た る 配 石 址 、 箱 形 石 棺 、 敷 石 遺 構 が 検 出 さ れ 、 生

活 様 相 が 変 化 に 富 ん で い る 。 ま た 黒 色 土 層 か ら 縄 文 後 期 の 不 整 円 形 の 堅 穴 が 発 見 さ れ

て い る 。

　 土 器 片 の 出 土 量 は 多 く 、東 信 濃 区 該 期 の 遺 跡 の 生 活 史 へ の 問 題 点 が 指 摘 さ れ た 。（ 註

9）

　 第 1 地 点 ・ 配 石 址 は 大 半 環 状 に あ り 、 黒 色 土 層 に 構 築 さ れ 、 推 定 さ れ る 径 は

18.5m、 幅 6.5m を 計 る 。 こ の 下 層 に 敷 石 住 居 址 の 一 部 が 検 出 さ れ て い る 。 配 石 群 に 組

合 わ せ 状 石 棺 あ る い は 鉄 平 岩 石 の 敷 石 を 再 使 用 し た 箱 形 状 石 組 が 5 カ 所 、 他 に 土 拡 状

の も の 等 が み え 、 № 1 か ら は 後 期 の 素 製 浅 鉢 が 伏 せ 、 中 央 部 に は 径 約 20㎝ の 丸 石 が

抱 石 状 態 に 置 か れ て あ っ た 。 № 2 で は 石 囲 い か ら 徴 量 の 骨 粉 が 出 土 し 、 さ ら に こ の

附 近 か ら 注 口 土 器 二 個 体 分 が 出 土 し て い る 。  注 口 土 器 は 加 曽 利 B 期 の も の で あ る が 、

報 告 書 に 記 載 さ れ て い な い の で 少 し ふ れ た い 。 口 径 9. 25㎝ 、 高 さ 17㎝ を 計 り き わ め
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て 固 い 焼 成 良 好 の も の で 、 色 調 は チ ョ コ レ ー ト 色 を な し て い る 。 曲 線 施 文 の 該 期 の 典

型 的 な も の で あ る 。

　 第 2 地 点 の 敷 石 遺 構 下 に は 口 径 80㎝ 、 底 径 40㎝ 、 深 さ 38㎝ の ピ ッ ト が 伴 い 、 そ の

中 に は 堀 之 内 期 の 素 製 浅 鉢 形 土 器 が 上 向 き に 埋 め て あ っ た 。 こ こ よ り 西 に 5.5m 離 れ

た 位 置 に 、 径 1m、 深 さ 0.7m の ピ ッ ト 内 に 石 鬼 、 石 器 が つ ま れ 検 出 さ れ て い る 。 第 3

地 点 、 第 4 地 点 は 、 円 形 敷 石 遺 構 で 東 西 約 4.5m、 南 北 4m で 、 一 部 に 欠 損 が み ら れ る

が ほ と ん ど 鉄 平 石 で あ る 。 中 央 部 に 48 × 56㎝ の 石 囲 い 炉 が あ り 、 底 部 に 径 約 13㎝

の 土 器 が 上 向 き に （ 敷 石 面 下 約 80㎝ 下 に ） 埋 め ら れ て い た 。 こ の 中 か ら は 微 量 の 骨

粉 が 出 土 し 、 さ ら に こ の 石 囲 い 炉 に は 蓋 が あ っ た ら し く 、 そ れ に 相 当 す る 石 が そ ば に

あ っ た 。

　 以 上 、 上 信 国 境 の 縄 文 期 の 遺 跡 を 概 観 し 、 本 遺 跡 と 類 似 し て い る 事 を ふ れ た 。 勘 場

木 遺 跡 周 辺 は 遺 跡 多 く 、 再 度 整 理 し て 扱 っ て み た い と 考 え て い る 。

　 最 後 に 調 査 に あ た っ た 故 山 崎 義 男 ・ 塩 野 要 造 両 氏 の 霊 に 捧 げ る と 共 に 関 係 者 及 び 協

方 者 の 労 に 深 く 感 謝 の 意 を 表 し た い 。

　 尚 、 本 文 の 遺 物 実 測 図 は 土 屋 長 久 が 作 成 し た 。

塩 　 野 　 新 　 一

註 1. 　 縄 文 中 ・ 後 期 遺 跡 調 査 例 と し て は 長 野 県 を 主 に み る と 、

　 　 三 上 次 男 : 上 野 佳 也 「 軽 井 沢 町 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 」『 軽 井 沢 町 文 化 財 調 査 報 告  』 昭 43。

　 　 八 幡 一 郎・岩 崎 卓 也「 郷 土 遺 跡 」『 長 野 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 要 覧 』そ の 1 ＜ 昭 25 ～ 40 年 度 ＞ 長 野 県 教 育 委 員 会 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 昭 46。

　 　 永 峯 光 一 「 氷 遺 跡 の 調 査 と そ の 研 究 」『 石 器 時 代 』 第 9 号 、 昭 44。

　 　 金 子 浩 昌 、 米 山 一 政 ・ 森 島 稔 「 埴 科 郡 戸 倉 町 幅 田 遺 跡 調 査 報 告 」『 長 野 県 考 古 学 会 誌 』 第  2 号 、

　 　 関 孝 一・土 屋 長 久 也 「 東 部 町 桜 井 戸 遺 跡 」『 信 越 線 滋 野・大 屋 間 複 線 化 工 事 内 埋 蔵 文 化 財 緊 急 発 掘 調 査 報 告 書 』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 長 野 県 教 育 委 員 会 。 昭 46。

　 　 こ れ 等 の 調 査 か ら し て 、 千 曲 川 上 流 地 域 は 、 縄 文 中 期 終 末 か ら 後 ・ 晩 期 遺 跡 の 立 地 は 諸 河 川 の 河 岸 台 地 に

　 あ り 渓 谷 性 遺 跡 の あ り 方 を 示 し 、 こ と に 佐 久 地 方 で は 敷 石 遺 構 及 び 配 石 址 が 顕 著 で 、 こ の う ち 、 茂 沢 南 石 堂 、

　 桜 井 戸 で は 、 縄 文 中 期 に 構 築 さ れ た 敷 石 住 居 が 、 後 期 に 再 度 そ の 地 が 墳 墓 址 と し て 営 な ま れ て い る 事 が 指 摘

　 さ れ 、 土 製 品 、 土 偶 等 の 多 い の も 本 地 方 の 特 質 と な っ て い る 。

註 2 　 山 崎 義 男 「 群 馬 県 長 野 原 町 勘 場 木 石 器 時 代 堅 穴 住 居 址 に つ い て 」 第 91 号 （ 謄 写 ）

　 　    池 田 秀 夫 「 山 崎 コ レ ク シ ョ ン 目 録 」 群 馬 県 立 博 物 館 研 究 報 告 第 5 ・ 6 集  昭 45

註 3 　 藤 沢 平 治 「 南 佐 久 郡 臼 田 町 月 夜 平 の 弥 生 式 土 器 」 『 長 野 県 考 古 学 会 誌 』 第 12 号  

              岩 櫃 式 土 器 を 検 出 す る 。遺 跡 と し て は 、上 信 国 境 に 近 い 菅 平 石 小 屋 洞 穴 、唐 沢 岩 陰 、鳥 羽 山 洞 穴 等 か ら あ り 、

　 　 上 州 的 な 樽 式 要 素 の 土 器 で は 、 深 堀 遺 跡 か ら 検 出 さ れ て い る 。 上 の 原 遺 跡 の 土 器 は 墳 墓 址 的 な 性 格 と さ れ 、

　 　 時 期 の 下 る 佐 久 市 蟻 畑 遺 跡 で も や や 類 似 を な し て い る 。 弥 生 後 期 で も 樽 式 土 器 と 同 様 な も の が 佐 久 市 一 本

　 　 柳 遺 跡 か ら 検 出 さ れ  て い る 。

註 4 　 文 化 財 審 議 委 員 会 「 天 明 三 年 浅 間 山 大 焼 記 録 集 」 御 代 田 町 教 育 委 員 会 、 昭 44
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　         土 屋 長 久 「 浅 間 山 浮 石 流 下 の 遺 物 」 若 木 考 古 第 84 号 、 昭 42。

              浅 間 山 北 側 は 泥 流 が 流 れ 、 鬼 押 出 し の 六 里 ヶ 原 で は 溶 岩 樹 型 群 と な り 、 同 山 東 南 側 で は 、 浅 間 山 噴 出 物

　 　 　 の 浮 石 で 被 わ れ 、 入 山 峠 、 芝 沢 、 水 沼 、 上 久 保 遺 跡 等 、 遺 構 の 上 部 が 厚 い 浮 石 流 が 堆 積 し 、 浅 間 山 第 一 浮

　 　 　 石 流 （P ・ F ・ I）、 同  第 二 浮 石 流  （P ・ F ・ Ⅱ ） と さ れ 、 地 質 方 面 で の 追 求 は あ り 、 こ の 浮 石 流 の 堆 積 と 噴 火

に は 、　 　 　 入 山 峠 祭 祀 遺 跡 の 調 査 で 、 千 葉 大 学 神 尾 明 正 先 生 の 調 査 が あ り 、 結 果 が 待 た れ る 。

             群 馬 県 遺 跡 台 帳 作 成 委 員 会  「 群 馬 県 の 遺 跡 」 昭 38、 110~120 頁 。

註 5 　  井 田 安 雄 「 群 馬 県 に お け る 熊 野 神 社 の 分 布 」『 群 大 史 学  』 第 9 号  1 ～ 6 頁 。

　         群 馬 県 教 育 委 員 会 「 松 井 田 町 の 民 俗 ‐ 坂 本 ・ 入 山 地 区 ‐ 」 昭 42。

                   浅 間 修 験 に つ い て は 小 諸 藩 国 学 者 、 山 田 弁 道 の 「 大 浅 間 神 社 の 遺 跡 を 捜 索 る 議 」 を 著 し て い る  （ 小 諸   

            高 等 小 学 校 編  『 浅 間 山 研 究 』 全 所 収 ）。 今 日 の 考 古 地 理 学 的 見 解 に た ち 修 験 道 遺 跡 を 追 求 し て い る が 遺 品  

            の 記 載 は な い 。

註 6 　 永 峯 光 寿 「 関 東 地 方 の 梵 鐘 の 研 究 」『 国 史 学 会 』 大 正 5。

註 7 　 註 2 に 同 じ 。 群 馬 県 歴 史 研 究 会 編 「 群 馬 の 歴 史 」 昭 45。

註 ８    長 野 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 要 覧  （ そ の 1）、 昭 46。

註 9 　 三 上 次 男 、 上 野 佳 也 「 軽 井 沢 茂 沢 南 石 堂 遺 跡 」『 軽 井 沢 町 文 化 財 調 査 報 告  』 昭 43。

　 第 ４ 節 『群 馬 県 史』　 資 料 編 １ 　 原 始 古 代 　 旧 石 器 　 縄 文

64　 勘 場 木 遺 跡 　 　 長 野 原 町 大 津 字 勘 場 木
立 地 吾 妻 川 に 沿 っ て 走 る 国 道 145 号 線 は 、 長 野 原 町 市 街 の 西 ２ ㎞ ほ ど の 大 津 で 上 田

方 向 と 草 津 方 向 に 分 岐 す る 。 本 遺 跡 は こ の 分 岐 点 か ら 草 津 方 向 へ 200 ｍ ほ ど 入 っ た 北

側 の 、 南 傾 す る 小 台 地 上 に 位 置 し て い る （ 第 51 図 ）。 こ の 台 地 は 、 本 白 根 山 か ら 連 な

る 丘 陵 末 端 部 の 浅 い 谷 状 部 分 に せ り 出 し て お り 、 標 高 は 620 ｍ 前 後 で あ る 。 ま た 遺

跡 の 西 側 に 吾 妻 川 支 流 の 遅 沢 川 が 南 流 し 、 南 側 約 600 ｍ に は 吾 妻 川 が 深 い 渓 谷 と な っ

て 東 流 し て い る 。  　
概 要 　 本 遺 跡 の 発 見 は 、 昭 和 28 年 に 土 地 所 有 者 が 畑 地

を 田 圃 に 造 成 中 に １ 個 の 完 形 土 器 を 発 見 し た こ と に 端

を 発 し 、 続 い て 住 居 の 一 部 を 検 出 し 、 翌 29 年 1 月 に は

1 軒 を 完 全 に 露 呈 さ せ る に 至 っ た 。 こ の こ と は 群 馬 県 文

化 財 専 門 委 員 で あ っ た 山 崎 義 男 に 伝 え ら れ 、 同 年 １ 月

23・24 日 の 両 日 に わ た っ て 遺 構・遺 物 の 調 査 が 行 わ れ た 。

こ の 時 の 調 査 報 告 は 山 崎 義 男 に よ っ て ま と め ら れ て い る

（ 本 章 第 ２ 節 ）。

　 な お 、 検 出 さ れ た 住 居 は 昭 和 30 年 １ 月 に 県 指 定 史 跡

と な り 、 住 居 保 存 の た め の 小 屋 が 建 て ら れ て い る 。

　 ま た 、 住 居 出 土 遺 物 中 に 平 安 時 代 後 期 の 土 師 器 が 混

じ っ て い た こ と か ら 、 周 辺 に 当 該 期 の 遺 構 の 存 在 が 予 想 第 51 図　位置図
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さ れ る 。

遺 構 　 検 出 し た 遺 構 は 住 居 １ 軒 だ け で あ る 。 住 居 の 現 状 は 長 年 の 風 化 お よ び 床 面 が 水

田 面 下 で あ る こ と か ら の 水 の 流 入 に よ っ て 柱 穴 な ど の 埋 没 や 壁 の 崩 壊 が 激 し く 、 か ろ

う じ て 12 か 所 の 柱 穴 、 炉 ２ か 所 、 土 壙 １ 基 の 位 置 が 分 か る 程 度 で あ る 。 し た が っ て 、

こ こ に 掲 載 し た 住 居 実 測 図 は 、 現 地 で 実 測 し た も の に 山 崎 の 実 測 図 の デ ー タ を 加 え て

修 正 し た も の で あ る （ 第 52 図 ）。

住 居 調 査 に 関 し て は 、 以 下 山 崎 の 報 文 の 一 部 を 引 用 す る 。

「 住 居 址 の 西 南 部 は 、 図 示 の 通 り 偶 然 発 掘 に 際 し 、 周 壁 は 取 崩 さ れ 不 明 で あ る が 、 底

面 の ロ ー ム の 竪 結 状 態 か ら し て 、 そ の 境 界 は 容 易 に 判 断 で き る の で あ る が 住 居 址 の 平

面 は 平 均 約 ４ ｍ 50㎝ の 近 似 円 形 を な し て い る 。 表 土 は 約 50㎝ 程 度 の 黒 色 土 で あ り 、

そ れ に 続 い て 黄 色 粘 土 層 と な り 、 そ の 層 に 掘 り 込 ん で 住 居 址 が 出 来 て い る 。 注 意 さ れ

る の は 北 か ら 南 に 向 か っ て 図 示 Ａ － Ａ ' 断 面 の 如 く 約 ３ 度 勾 配 で 底 面 が 傾 斜 し て い る

点 と 、 北 側 周 壁 は 床 面 か ら 約 40㎝ に 近 く 深 掘 さ れ て い る が 、 南 部 に 向 か う に 従 い そ

の 深 さ を 減 じ て い る 点 で あ り 、 こ れ は ロ ー ム の 自 然 勾 配 上 に 底 面 を 定 め て 、 北 部 の み

深 く ロ ー ム 層 を 掘 り 下 げ 、 南 部 は 勾 配 の 変 化 に 従 い 殆 ど 皆 無 と な し た 如 く 構 築 さ れ た

も の の 如 く 、 所 謂 片 掘 り 型 の 竪 穴 式 住 居 址 で あ っ て 　 － 中 略 － 　 周 湟 は 東 北 部 の み に

発 見 さ れ た が 底 面 の 高 所 か ら 端 を 発 し 、 南 部 の 最 底 部 で そ の 巾 と 深 さ を 増 し て い る 事

は 、 排 水 の 理 に 従 っ て い る 如 く 推 思 さ れ る 。 炉 址 と し て 確 認 出 来 る の は 図 面 中 央 記 号

14 で あ る が 、 長 径 約 70㎝ 短 径 約 60㎝ の 近 似 矩 形 を な し 、 灰 及 木 炭 を 発 見 し た 。 近 接

13 号 は 長 径 約 50㎝ 、 短 径 40㎝ の 楕 円 形 を

な し 、 こ れ に も 灰 を 伴 っ た の で あ る が 、 近

接 し て ２ ヶ の 炉 が 必 要 も 考 え ら れ な い し 、

底 面 及 周 壁 の 状 態 か ら し て 、 重 複 し た 竪 穴

式 住 居 址 と も 考 え ら れ な い の で 、 此 の 場

合 炉 址 と し て 判 断 出 来 難 く 一 応 疑 問 と し

た い 。 15 号 は 長 径 １ ｍ 30㎝ 、 短 径 １ ｍ 10

㎝ の 楕 円 形 を し た 凹 部 で あ る が 、　 － 中 略

－ 　 所 謂 貯 旧 所 と も 考 え ら れ よ う 。 柱 穴 は

12 ヶ あ り 、 － 中 略 － 　 そ の 内 記 号 １ 、 ２ 、

３ 、 ７ 、 10、 12 の ６ 孔 を 主 柱 と 推 定 す る

と 大 体 等 間 隔 で あ り 、 そ の 各 孔 の 規 模 か ら

し て も 妥 当 性 が 多 い 。 尚 出 入 口 は 底 面 の 勾

配 か ら し て も 、 小 柱 の 存 在 か ら し て 特 に そ

の 部 分 の 構 造 が 複 雑 で あ っ た ろ う と 想 像 さ

れ る 点 よ り 、 南 面 即 ち 柱 孔 ３ 、 ７ の 間 で は

あ る ま い か 。」（ 本 章 第 ２ 節 ）。 以 上 の こ と

か ら 中 央 に 地 床 炉 を 有 す る ６ 本 柱 の 円 形 住

居 で あ っ た こ と が 分 か る 。柱 穴 の 規 模 は（ 直

径 ㎝ × 深 さ ㎝ ）、 P1 （27 × 51）、 P2 （33 × 第 52 図　住居跡実測図　
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42）、 P3 （32 × 45）、 P4 （26 × 25）、 P5 （18 × 11）、 P6 （21 × 34）、 P7 （20 × 40）、

P8 （19 × 10）、 P9 （30 × 36）、 P10 （23 × 48）、 P11 （20 × 40）、 P12 （25 × 70） で 、

こ の う ち 主 柱 穴 と 考 え ら れ る P1 ～ P5・P7・P10・P12 の 深 さ は 、 40 ～ 70㎝ と 径 に 比

し て 深 く し っ か り と し て い る 。

遺 物 器 形 ・ 型 式 の 分 か る 土 器 は 深 鉢 11 点 、 浅 鉢 １ 点 で 、 ほ か は 大 型 の 破 片 で あ る 。

土 器 片 だ け の 遺 物 総 量 は 、 コ ン テ ナ に ２ 箱 分 ほ ど で あ る 。 石 器 は 、 打 製 石 斧 、 石 匙 、

不 定 形 剥 片 石 器 、 磨 り 石 、 敲 き 石 の ほ か に 、 特 殊 遺 物 と し て 石 棒 が １ 点 出 土 し て い る

（ 第 53 ～ 56 図 ）。

　 １ ・13 ～ 15 は 前 期 の 土 器 で あ る 。 １ は 復 元 個 体 で 、 口 径 約 13㎝ 、 残 存 高 約 14.5㎝

の や や 外 反 気 味 に 口 縁 の 開 く 深 鉢 で あ る 。 胎 土 に は 繊 維 を 多 量 に 含 み 、 輪 積 み 痕 が 認

め ら れ る 。 胴 部 は 全 面 RL 多 条 の 縦 位 施 文 で あ る 。 13・14 は 破 片 で 、 胎 土 に 繊 維 を 含

第 53 図　勘場木遺跡の出土土器（１）　
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み 、13 は RL 横 位 、14 は RL の 同 一 原 体 の 施 文 方 向 を 変 え る こ と で 羽 状 縄 文 と し て い る 。

15 は 胎 土 に 繊 維 を 含 ま な い 。 文 様 は 半 截 竹 管 に よ る 平 行 沈 線 お よ び 波 状 沈 線 に 円 形

刺 突 を 施 し て い る 。 前 3 者 は 黒 浜 式 、 後 者 は 諸 磯 ａ 式 に 比 定 さ れ る 。

　16 は 胎 土 に 金 雲 母 片 を 含 み 、 口 縁 部 に 突 起 を 有 し 、 上 部 に 押 圧 を 施 し た 隆 帯 で 区

画 し て い る 。 区 画 内 は 半 截 竹 管 を １ 条 施 し て お り 、 阿 玉 台 式 に 比 定 さ れ る 。

　 ２ は 口 径 32㎝ 、残 存 高 約 11㎝ で 、同 上 位 に く び れ 部 を 有 し 、口 縁 部 の 直 立 す る キ ャ

リ パ ー 形 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 文 様 帯 は 、 口 縁 直 下 に １ 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、 そ の 下 位 に

隆 帯 を ６ 単 位 連 弧 状 に 貼 り 付 け る こ と で 楕 円 区 画 文 を 構 成 し て い る 。 区 画 内 は 絡 条 体

を 横 位 に 施 文 後 、 隆 帯 区 画 に 沿 っ て 沈 線 を 施 し て い る 。 ま た 、 連 弧 状 隆 帯 の 連 結 部 に

は 隆 帯 と 沈 線 に よ る 楕 円 区 画 文 お よ び 渦 巻 き 文 で 、 区 画 内 に は 縦 位 の 平 行 沈 線 を 施 し

て い る 。 ま た 頸 部 無 文 帯 と 胴 部 文 様 帯 と の 区 画 は 横 位 の 沈 線 と 思 わ れ る 。 ２ ・ ３ は 口

第 54 図　勘場木遺跡の出土土器（２）　拓影　
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縁 部 文 様 帯 お よ び 頸 部 無 文 帯 が 明 確 に 分 離 さ れ て い る こ と か ら 、 加 曽 利 Ｅ 2 式 後 半 に

比 定 さ れ る 。

　 ４ は 口 径 約 12㎝ 、 頸 部 径 約 8.5㎝ 、 残 存 高 約 16㎝ で 、 底 部 を 欠 い て い る も の の 唯 一

の 完 形 品 で あ る 。 頸 部 が く の 字 状 に 屈 曲 し 、 や や 内 彎 気 味 に 開 く 口 縁 部 を 有 す る 深 鉢

で 、 口 唇 部 は わ ず か に 内 側 に 突 出 す る 。 口 縁 部 は 内 ・ 外 面 と も に 無 文 で 、 磨 き が 施 さ

れ て い る 。 頸 部 に は ２ 条 の 隆 帯 を 横 位 に 貼 り 付 け 、 口 縁 部 と 胴 部 を 明 瞭 に 区 画 し て い

る 。 胴 部 は RL の 縦 位 施 文 で あ る 。 ま た 、 外 面 の 口 縁 部 お よ び 胴 部 中 位 の 一 部 に 二 次

焼 成 に よ る と 思 わ れ る 剥 落 が 認 め ら れ る 。 ５ は 口 径 約 21.5㎝ 、 残 存 高 約 22㎝ の 深 鉢

で あ る 。 口 縁 部 は 無 文 で 外 反 し 、 口 唇 部 は 平 坦 で あ る 。 頸 部 に は ２ 条 の 隆 帯 を 横 位 に

巡 ら し 、 隆 帯 上 か ら 下 方 に 隆 帯 を 垂 下 し て 胴 部 を 縦 区 画 し 、 区 画 内 に は 平 行 沈 線 で 綾

杉 文 を 施 し て い る 。 ６ は 頸 部 径 約 13㎝ 、 残 存 高 約 21㎝ で 、 頸 部 に 無 文 帯 を 有 し 、 口
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縁 部 に 突 起 を も つ 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 文 様 帯 は 隆 帯 区 画 で 、 区 画 内 に は 斜 位 の 平 行 沈

線 を 施 し て い る 。 ま た 、 頸 部 を 区 画 す る 隆 帯 上 と 口 縁 突 起 と の 間 に は 橋 状 に 隆 帯 が 施

さ れ て い た も の と 思 わ れ る 。 胴 部 文 様 帯 は 、 頸 部 に 貼 り 付 け ら れ た 上 部 に 押 圧 を 有 す

る ２ 条 の 隆 帯 か ら 、 四 単 位 に 隆 帯 を 垂 下 し て 縦 区 画 し 、 区 画 内 に 斜 位 の 平 行 沈 線 を 施

文 す る 。 ７ は 口 径 約 18㎝ 、 頸 部 径 約 13.5㎝ 、 残 存 高 約 16.5㎝ で 、 頸 部 が く の 字 状 に

屈 曲 し 、 口 縁 部 は わ ず か に 内 彎 気 味 に 開 き 、 胴 部 の 張 る 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 は 無 文

で 、 口 唇 部 は わ ず か に 内 側 に 突 出 し て い る 。 胴 部 は 全 面 に RL 縦 位 の 施 文 後 、 頸 部 に

波 状 に 隆 帯 を 巡 ら し 、 連 結 し て 四 単 位 に 2 条 の 隆 帯 を 垂 下 し て 縦 区 画 後 、 区 画 内 に 縦

位 に 波 状 の 隆 帯 を 垂 下 し て い る 。 ８ は 口 径 約 15㎝ 、 頸 部 径 約 12㎝ 、 残 存 高 約 10.5㎝

で 、 頸 部 が く の 字 に 屈 曲 す る 深 鉢 で あ る 。 口 縁 部 は 無 文 で 外 反 し 、 口 唇 部 は 内 側 に 突

出 し て い る 。 頸 部 に は 波 状 の 隆 帯 を 巡 ら す 。 こ の 下 に ２ 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、 そ の 間 に

円 形 の 刺 突 を 施 し て い る 。 こ の 隆 帯 上 か ら ２ 条 の 隆 帯 を 四 単 位 垂 下 し て 胴 部 を 縦 区 画

し 、 区 画 内 に は 平 行 沈 線 で 綾 杉 文 を 施 し て い る 。 ９ は 頸 部 径 約 22㎝ 、 胴 部 最 大 径 約

25㎝ 、 残 存 高 約 32㎝ の 胴 部 が く の 字 状 に 屈 曲 す る 深 鉢 で 、 口 縁 部 お よ び 底 部 を 欠 い

て い る 。 胴 部 は LR 縦 位 の 施 文 後 、 頸 部 に 2 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、 そ こ か ら ２ 条 の 隆 帯

を 四 単 位 垂 下 し て 縦 区 画 し て い る 。 2 条 の 隆 帯 の 上 端 お よ び 中 位 に は 小 渦 巻 き を 配 し

て い る 。 ま た 、 区 画 内 に も 上 端 に 渦 巻 き を 有 す る 隆 帯 を 貼 り 付 け て い る 。 10 は 胴 部

最 大 径 約 38㎝ 、 残 存 高 約 26㎝ の 大 型 深 鉢 で 、 胴 部 上 半 お よ び 底 部 を 欠 い て い る 。 文

様 は 、 2 条 の 隆 帯 を 逆 ア ー チ 状 に 連 結 し て 胴 部 を 区 画 し 、 連 結 部 に は 渦 巻 き を 配 し て

い る 。 区 画 内 に は 平 行 沈 線 に よ る 綾 杉 文 を 施 し て い る 。 11 は 頸 部 径 約 12㎝ 、 残 存 高

約 13㎝ の 深 鉢 で 、口 縁 部 お よ び 胴 部 下 半 を 欠 い て い る 。頸 部 に は 2 条 の 隆 帯 を 巡 ら し 、

四 単 位 に 突 起 状 小 渦 巻 き を 配 し 、 渦 巻 き 部 か ら 下 方 に 隆 帯 を 垂 下 し て 胴 部 を 四 単 位 に

縦 区 画 し て い る 。 区 画 内 に は 隆 帯 と 沈 線 で さ ら に 区 画 文 を 施 文 後 、 綾 杉 文 を 施 し て い

る 。 以 上 の ８ 個 体 は 、 口 縁 部 の あ り 方 お よ び 胴 部 文 様 か ら 曽 利 Ⅱ 式 に 比 定 さ れ る も の

で あ る 。

　17・20 は 加 曽 利 Ｅ 2 式 、 21 ～ 27 は 曽 利 Ⅱ 式 に そ れ ぞ れ 比 定 さ れ よ う 。 12 は 底 部
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を 欠 い た 浅 鉢 で 、 口 径 約 45㎝ 、 残 存 高 約 11㎝ で あ る 。 器 面 は 全 面 に 磨 き が 施 さ れ て

い る 。 28・29 は 器 厚 は き わ め て 薄 く 、 内 ・ 外 面 と も に 丁 寧 な 磨 き が 施 さ れ 、 紐 線 文

お よ び 内 面 の 平 行 沈 線 な ど か ら 堀 之 内 Ⅱ 式 に 比 定 さ れ る も の で あ る 。

　 石 器 は 、 31 ～ 34・37 が 打 製 石 斧 で と く に 34 は 刃 部 か ら 中 位 付 近 ま で 使 用 痕 が 認

め ら れ た 。 35 は 薄 い 剥 片 石 器 で あ り 、 36 は 横 型 の 石 匙 と 思 わ れ る 。 38 ～ 42 は 磨 り

石 と 敲 き 石 で 、 40 に は 一 方 に ３ 個 、 他 方 に １ 個 の 凹 み が あ る 。 ま た 42 は 部 分 的 に 敲

打 痕 が 認 め ら れ る ほ か 、両 面 に 面 取 り さ れ た 磨 り 面 が あ っ て 光 沢 が あ る 。43 は 石 棒 で 、

径 約 12㎝ 、 長 さ 約 30㎝ で 、 上 端 を 欠 い て い る 。 周 囲 を 面 取 り し て 研 磨 調 整 が 行 わ れ

て い る ほ か 、 基 部 に は 敲 打 調 整 が 加 え ら れ 、 凹 み が １ 個 認 め ら れ た 。

　 以 上 の 出 土 遺 物 で 、 10 が 炉 付 近 か ら 出 土 し て い る 以 外 、 位 置 を 特 定 す る こ と は で

き な い が 、 １ 軒 の 住 居 埋 没 土 中 か ら の 出 土 で あ る こ と は 確 実 と 思 わ れ る 。

所 見 １ 　 出 土 遺 物 の 大 半 は 曽 利 式 系 の 土 器 で あ り 、 加 曽 利 式 系 の 土 器 は 客 体 と し て

入 っ て い る に す ぎ ず 、 互 い に ほ ぼ 純 粋 な か た ち で 存 在 し て い る 。 こ れ は 本 遺 跡 が 長 野

県 に ご く 近 く 位 置 し て い る た め 、 群 馬 県 の 中 央 部 の あ り 方 と は 逆 転 し た 様 相 を 呈 し て

い る も の と 考 え ら れ る 。時 期 は 、中 期 後 半・加 曽 利 Ｅ 2 式 期 後 半 段 階 に 位 置 付 け ら れ る 。

　 第 ５ 節 　「勘 場 木 石 器 時 代 住 居 跡 （県）」『群 馬 県 の 史 跡』  

指 定 年 月 日 ： 昭 和 30 年 １ 月 14 日

現 　 在 　 地 ： 群 馬 県 吾 妻 郡 長 野 原 町 大 字 大 津 字 勘 場 木 438

指 定 面 積 ：43.0㎡

整 備 状 況 ： 上 屋 改 修 、 案 内 板 設 置

出 土 品 保 管 先 ： 土 地 所 有 者 宅

交 　 　 　 　 通 ： Ｊ Ｒ 長 野 原 草 津 口 駅 か ら 車 で ６ 分

　 吾 妻 川 の 支 流 で 白 根 山 に 源 を な す 遅 沢 川 の 左 岸

段 丘 上 に 立 地 す る 。

　 昭 和 28 年 暮 れ に 土 地 所 有 者 が 畑 地 を 田 圃 に 造

成 中 に 完 形 土 器 １ 点 を 偶 然 発 見 し た こ と に 端 を 発

し 、 翌 29 年 １ 月 ま で に は 竪 穴 式 住 居 １ 軒 を 完 掘

す る に 至 っ た 。 こ れ を 聞 き 、 同 年 １ 月 23・24 日

に わ た っ て 群 馬 県 文 化 財 専 門 委 員 で あ っ た 山 崎 義
男 氏 に よ り 、 遺 構 ・ 遺 物 の 調 査 が 行 わ れ た 。

　 検 出 し た 竪 穴 式 住 居 跡 は 直 径 4.5 ｍ の ほ ぼ 円 形 を 呈 し 、 北 東 か ら 南 西 に 向 か う 傾 斜

地 を 北 東 壁 で 40㎝ 程 掘 り 込 ん で 床 面 を 造 っ て い る 。 壁 周 溝 は 「 東 北 部 の み で 発 見 さ

れ た 」 と 報 告 さ れ て い る が 後 の 精 査 で ほ ぼ 全 周 し て い る こ と が 明 ら か と な っ て い る 。

炉 跡 は ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 長 軸 約 70㎝ 、 短 軸 約 60㎝ の 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 柱 穴 は

P1 ～ P12 ま で 確 認 さ れ て い る が P1 ～ P3・P7・P10・P12 の ６ 本 と 考 え ら れ る 。
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　 遺 物 は 復 元 土 器 12 点 の ほ か 土 器 片 が コ ン テ ナ ２ 箱 分 、 石 器 は 打 製 石 斧 ・ 石 匙 ・ 剥

片 石 器 ・ 磨 石 ・ 敲 石 ・ 石 棒 な ど が 出 土 し て い る 。 こ れ ら 遺 物 か ら 住 居 の 時 期 は 縄 文 時

代 中 期 後 半 の 加 曽 利 Ｅ ２ 式 新 段 階 と 考 え ら れ る 。

　 本 地 域 は 長 野 県 ・ 新 潟 県 と 近 接 し て 位 置 し 、 土 器 様 式 も そ れ を 反 映 し て い る 。 加 曽

利 Ｅ 式 系 土 器 は 客 体 的 で 、 唐 草 文 系 （ 越 後 系 ） 土 器 が 主 体 を 占 め る と い う 本 県 平 野 部

と は 逆 転 し た 様 相 を 呈 し て お り 注 目 さ れ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 富 田 　 孝 彦 ）
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